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ECHONET CONSORTIUM 本日の内容
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１．EMS関連のMETIの動向

２．VPPサービスに関する課題と対応策

３．今後の展開
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ECHONET CONSORTIUM エネルギー消費における業務＋家庭部門の増加傾向

3
出典：内閣府 第５回再生可能エネルギー等に関する規制等の総点検タスクフォース国交省報告資料(2021年2月24日）
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ECHONET CONSORTIUM エネルギー基本計画：再エネの主力電源化と省エネの推進
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１．再エネ電源比率
・第5次：22～24％
・第6次：更なる拡大

２．省エネ改善策
・単体性能向上
⇒システム性能

HEMS/BEMSの活用
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ECHONET CONSORTIUM 再エネを活用した省エネ施策ＺＥＨ：ＰＶ導入が重要アイテム

5出典：SII Webサイト

1. HEMS導入の必須化
①見える化機能

2.目標達成に向け、
追加施策展開
①ZEH Oriented
・PV設置制約地域対応
②ZEH+
・PVの自家消費促進

・省エネ機器のEMS活用
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ECHONET CONSORTIUM ＺＥＨ普及の現状と目標達成に向けた課題対応策

6出典：第25回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会報告資料(2021年3月)

目標達成への課題対応

１．PV導入メリット縮小
・FIT買取価格の低下
⇒自家消費の必要性

２．一般工務店の普及
・高気密･高断熱＋PV･省
エネ機器のコスト低減

・工務店･需要家にわかり
やすい導入メリット

３．住空間としてのメリット
・健康住宅(ﾋｰﾄｼｮｯｸ低減)
・データ活用新サービス

① 20年の目標達成困難な状況：一般工務店での施策展開が重要
② PVの自家消費・省エネ機器のEMSメリット＋健康・安心などの付加価値メリット
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１．ERAB検討会におけるHEMS/蓄電池の検討状況

２．ECHONET海外推進WG EVPS SWGの検討状況

３．今後の連携のご提案

出典 ERAB第１回検討会報告資料(2016/1/29)
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出典：第２回ERAB検討会（16年3月30日）

ERAB検討会における需要家リソースの検討対象例
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ECHONET CONSORTIUM ERAB検討会における需要家リソースの活用検討

＜ ERAB検討会＞

PV/蓄電池/EVなどを活用
したVPPサービスの実現
を目指した5年間PJ

(2016年1月第1回開催)

＜低圧機器の活用＞

住宅･小店舗向けの機器を
束ねて、上げ/下げDRに
HEMSを介して活用できる
よう、ECHONET Liteの標
準化(Property拡張/AIF試験
仕様:R5を検討対象)に向
けたWGにJEMAで参画

出典：第9回ERAB検討会（19年3月19日）
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ECHONET CONSORTIUM ECHONET Lite規格適合性認証 取得状況
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出典：需給調整市場検討小委員会資料

三次調整力②(21/4
開場)を中心に詳細
制度設計推進
（OCCTO/METI)
⇒
・ERAB検討会で実
証を推進したが、
現時点では高圧機
器からスタートし、
低圧機器は未定と
方向付け。
・主要因は、小規
模リソースDRの難
しさと、発電機を
想定した現状の制
度設計を基本とし
た要件定義

需給調整市場に要求される要件
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10出典：第5回持続可能な電力システム構築小委員会（20年7月20日）20年6月成立、22年4月施行
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ECHONET CONSORTIUM 本日の内容

11出典：第13回ERAB検討会（20年10月21日）
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12出典：第13回ERAB検討会（20年10月21日）
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13出典：第13回ERAB検討会（20年10月21日）
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14出典：第13回ERAB検討会（20年10月21日）



15© 2020 Toshiba Corporation 
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ECHONET CONSORTIUM 特定計量の定義

16出典：第３回特定計量制度及び差分計量に係る検討委員会(2021年2月10日）
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ECHONET CONSORTIUM 2050年カーボンニュートラルを目指すことを宣言(2020年10月)
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出典：第25回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会報告資料(2021年3月)
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ECHONET CONSORTIUM 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略
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出典：METI 2050カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略(2020年12月25日）
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ECHONET CONSORTIUM 再エネ普及に伴い発生する課題と対応策
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出典：METI 2050カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略(2020年12月25日）

＜課題＞
・調整力必要
・出力制御必要

＜当面の対応策＞
・連系線増強
・DR活用促進
・FIP制度導入
⇒需要家サイドの
地産地消の推進

＜更なる対応策＞
・水素による
電力貯蔵

・蓄電池のコスト
低減
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20出典：第25回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会報告資料(2021年3月)

系統制約の課題対応に向けた取り組み



CONFIDENTIAL

ECHONET CONSORTIUM VPPサービスに係る事業環境観点でのシナリオ

21

１．2050年カーボンニュートラル達成

２．再エネ・創エネの普及加速（PV/蓄電池/EV）

３．需要家リソースのVPPサービス活用

４．地域レベルでのEV導入を含めた変動対応

５．需要家リソース関連の制度設計の早期化
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ECHONET CONSORTIUM 本日の内容
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１．EMS関連のMETIの動向

２．VPPサービスに関する課題と対応策

３．今後の展開
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出典：第9回ERAB検討会（2019年3月19日）

＜ ECLのProperty拡張＞

VPPサービスに必要な
HEMS/機器間のECL制御
関連のProperty拡張、AIF
試験追加を実施済み
・蓄電池
・EVPS
・業務用エアコン/照明
・エコキュート
・燃料電池
・PV

＜ METI実証事業＞

ECL/AIF対応を必須要件
として蓄電池を中心に、
AC/RAと機器メーカーが
参画し実証を推進

ERAB検討会におけるECHONET Lite（ECL)の活用対象
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24出典：第4回ERAB検討会報告資料：2016年9月

ERAB検討会におけるHEMSの定義
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25出典：第９回ERAB検討会：2019年3月19日２月）

RAが需要家リソース制御を行う際のシステム構成
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26出典：第９回ERAB検討会：2019年3月19日２月）

RAとHEMS間（R4）のデータの標準化に向けた検討

＜提案内容＞

１．ID体系
・需要家を特定
するために必要

２．時刻

３．HEMSが提供
できるデータ
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＜アンケート項目＞
①昨年度（2018 年度）の実証内容と実証システム構成(チェック様式)

②本年度（2019 年度）の実証内容と実証システム構成(チェック様式)

③需要家機器を活用する際の課題(記述式)

④需要家機器やGW（Gateway）/HEMS のマルチベンダーに対するニーズ(チェック様式＋記述式)

⑤計量課題（事前審査、応動実績評価、応動実績の通信など）と対策案(記述式)

⑥事業化を目指すサービスの事業化時期、活用を予定している需要家リソース
⑦制度面等の課題や意見
⑧ EV 活用についての期待や課題等
⑨機器メーカー、コントローラーメーカーに対しての要望や意見

①「VPP/V2G の需要家リソース活用に向けたユースケースと課題について」下記項
目のアンケート調査を実施し、報告書をJEMA Webサイトに公表

② METIの「需要家側エネルギーリソースを活用したバーチャルパワープラント構築
実証事業」に参画されたAC/RA を調査対象とし26社から回答

JEMA VPP分科会のAC/RAへのアンケート調査(20年3月)

出典：日本電機工業会HP（jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/data/hems_025.pdf）
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①最も活用されている蓄電池の制御シーケンス例を検討し公開
②今後の活用に向けて、ガイドライン策定を次年度進める。

JEMA VPP分科会のAC/RAへのアンケート調査結果

出典：日本電機工業会HP（jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/data/hems_025.pdf）

① ECHONET プロパティ関連
・プロパティの仕様の確認および追加の必要性。

②機器のふるまいの差異
・AIF試験の認証を受けた機器でも、メーカー間でふるまいの差異やRAの期待と異なる動作が
みられる。

③ RAとGW/HEMS間（R4）の通信関連
・GW/HEMSのマルチベンダー環境の実現について、約7割のニーズがある。

④ VPPサービス関連の制度設計の情報整理
・需給調整市場を中心に幅広い議論が進んでいるが、十分に理解されていない恐れがある。
・電気計量制度の合理化関連、機器端計量への期待がある。
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ECHONET CONSORTIUM VPPコントローラーの定義(案)
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VPPコントローラーの
定義(案)

「VPPサービス活用

に必須な機能を具備
しているHEMS等を
VPPコントローラー」

ＶＰＰコントローラー

出典：第９回ERAB検討会：2019年3月19日 資料に一部加筆２月）

（１）（２）の場合も（３）の場合に必要な
機能で対応可能と想定される
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ECHONET CONSORTIUM VPPコントローラーの狙い
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１．VPPコントローラーの標準化：

① RAとVPPコントローラー間（R4）のデータを対象

② RAとVPPコントローラー事業者各々がマルチベンダー環境を実現

２．需給調整市場への低圧リソース活用に向けて

①需給端のDR制御対象機器として、VPPコントローラーを指定

・需給調整市場の事前審査における需要家リスト・パターン申請

・VPPコントローラー配下の需要家リソースの監視・制御・配分

・需要サイドの機器とVPPコントローラー間（R5）に関する情報の送受信

②次STEPとして、エアコンやエコキュートなど削減量を直接指示できないリソース活用
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＜ RAのアグリゲーションビジネスの観点＞

１．需要家リソースの特性と要求仕様
（１）規模の小さなリソースを多数束ねることが必要
（２）需要家の手元操作優先など、正確な制御が困難
（３）DR制御量の指示が異なる機器の存在
①蓄電池やEVなどのようにkWhで制御できる機器
②エコキュート、エアコンや照明のようなkWhを指定して制御できない機器

２．需要家リソースの活用に向けて
（１） 多数の需要家を束ねる機能
① RAがVPPコントローラーを介して行う場合
② RAがエネマネ事業者と契約して、VPPコントローラーを介して行う場合
（２）ACとの契約リソースの事例
①需要家を束ねたものを一つのリソースとして、大容量のリソースとの組合せ

VPPコントローラーに関する機能の整理
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①需要家リソースの登録・把握関連の定義案
・需要家を特定するID（コントローラーID、機器ID、供給地点特定番号等）
・DR参加可否、系統連系状態
・応動時間、VPPコントローラーの時刻情報

② DR制御仕様関連の定義案
・DR可能情報（電力量、電力、開始時間、継続時間）
・DR指示情報（電力量、電力、開始時間、継続時間）
・DR結果情報（電力量、電力）
・ベースライン関連情報
・DR逸脱情報、使用電力量、逆潮流量、運転状態

③データの対象単位：需要家単位・機器単位
④データの送信方向：RA⇔ VPPコントローラー
⑤必須化関連 ：必須・オプション

下記分類についてProperty名称・内容、備考情報などの定義の原案を策定
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１．システム構成
・AC⇔ RA⇔ VPPコントローラー⇔需要家リソース/スマートメーター

２．シーケンスの対象分類案
・制御対象とする需要家機器の属性情報
・ベースライン策定に関連する情報
・指定時間帯に需要を指定量増やす/減らす
・機器がVPPサービスを逸脱した情報
・制御状況のモニタリング
・制御結果の報告
・制御終了後の機器動作設定

３．検討事例
・RAがベースライン設定を行い、VPPコントローラーに制御量を指示するケース

VPPコントローラーを用いたシーケンスの検討

下記分類についてVPPコントローラーを用いたシーケンスの一例を検討
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●　図　エネマネ～下げＤＲ可能量発動～動作実績報告　－複数リソースの活用－

VPPコントローラーの定義

サービス連携機能＋HEMSコントローラー機能

スマートメータ―計測値（*8）

リソース機器制御（終了）（*7）

動作実績を報告

ＤＲ実績を報告

ＤＲの終了を通知

ＤＲ終了処理（*9）（*10）

ＤＲ完了

需給調整依頼・変更依頼

（ＤＲ開始時刻・下げＤＲ量）

リソース機器制御

（エネマネ終了）（*5）
リソース機器制御

（エネマネ終了）（*5）

VPPコントローラー毎の制御指令

（ＤＲ開始時刻・ＤＲ量・継続時間）

リソース機器制御（開始）（*6）

リソース機器毎の配分

ＤＲ開始時刻

ＤＲ動作制御

モニタリング・逸脱情報を随時取得し、

制御内容を更新する

DR量配分（＊４）

AC RA VPPコントローラー 需要家リソース機器 低圧スマートメーター

VPPコントローラーを用いたシーケンス例
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“Society5.0に貢献する「ECHONET2.0」に向けた活動の推進”

＜ECHONET2.0の目指す姿＞
● ECHONET Lite実装機器：1億台（～2020年）業務用機器への適用拡大も含む
● 機器オブジェクトの定義：200機種（～2025年）ヘルスケアなどの新サービスへの対応
● ホームコントローラを全世帯導入 （～2030年）Society 5.0への貢献

エコーネットコンソーシアムが目指す姿
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ECHONET Lite Web APIにより異業種サービス連携PFを実現

異業種サービスとの連携を促進するIoTクラウドの標準基盤へ

IoT機器群

クラウド

ECHONET Lite機器／非準拠機器

宅内、構内（中小ビル、コンビニ等）

異業種サービス

AI

AI

ロボット操作

[事例]

環境

エネルギー

健康

マルチモーダル

位置情報

多様な機器をつなげたい多様な業種をつなげたい

ECHONET Lite

Web APIs

統一インタフェース提供

異業種サービス連携PF

・異業種機器の混在・集約を実現

・異業種サービス向け統合API提供

クラウドやスマホアプリなど
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統一APIのメリット：サービス事業者 クラウド連携を容易に

機器管理サーバは、統一的な標準EL Web API

を提供することで、様々なサービス・アプリに対して、

統一プログラミングスタイルに基づく一貫した機器

操作・制御モデルが実現可能となり、各種サービ

ス連携が容易となります

サービス事業者は、複数の異なるクラウドに対して、

同一のWeb APIを用いて、多数機器への操作・

制御が可能となります。

クラウドを集約するクラウドも実現可能です。

→より高度なAPIもAPI仕様部で策定・提供中

電力サービス

見守りサービス

健康サービス

cloud

cloud

cloud

電力サービス

A

B

C

サービス事業者

機器管理サーバ

機器管理サーバ

異業種を束ねる

統一APIモデルを提供

複数事業者を束ねる

集約クラウドを実現可能
機器管理サーバ視点 サービス事業者視点

1 2

cloud

サービス事業者
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１．EMS関連のMETIの動向

２．VPPサービスに関する課題と対応策

３．今後の展開
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１．JEMA VPP分科会活動
（１）ガイドラインの定期更新

①関連制度設計の進捗反映
②新たな事例の情報共有
・新たな課題や対応策の情報、ガイドラインへのご意見などを
受け付ける窓口をJEMAホームページに設置する予定

（２）ECHONET Lite/AIF試験仕様の更新提案

２．エコーネットコンソーシアム ECL2.0WG活動
（１）WebAPIのユースケースの一例としてVPPサービスを検討
（２）IDの定義・認証制度関連について、他ユースケースと併せて検討

需要家リソース・VPPコントローラー活用に向けて、引き続き
JEMA・エコーネットコンソーシアムで連携して検討を進める
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